
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

わいわい通信 
むつ市ファミリー・サポート・センター 会報 

第 23 号 2022 年 9月 発行 

むつ市ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい人「おねがい会員」と、援助を行いたい人

「まかせて会員」と、両方を希望する人「両方会員」とが、それぞれセンターの会員となり地域で子育ての助

け合い活動を行っている会員組織です. 

① 6/7（火）子育て支援サービスの提供                センター長 小川千恵 

② 6/7（火）ひやりはっと             むつ市ファミリー・サポート・センター 

③ 6/14（火）心の発達と保育者のかかわり     青森県スクールカウンセラー 山田まり子氏 

④ 6/14（火）虐待予防としての子育て支援     青森県スクールカウンセラー 山田まり子氏 

⑤ 6/21（火）親楽「子ども同士のトラブル、SOS～ルールを教える～」    

                      家庭教育アドバイザー 佐藤加奈美氏、藤原留理子氏 

⑥ 6/21（火）子どもの遊び            むつ市ファミリー・サポート・センター 

⑦ 6/28（火）救急救命講習            大湊消防署 

⑧ 7/14（木）身体の発達と病気          どんぐりこどもクリニック  佐々木正人氏 

⑨ 7/14（木）小児看護の基礎知識         どんぐりこどもクリニック  佐々木正人氏 

 

日  時：2022 年 10 月 26 日（水）10:30～11:30 

場  所：下北文化会館 1 階和室 

参加定員：10 名 

申込〆切：10/20（木）又は、 

定員になり次第受け付けを終了します。 

託 児 料：無料 

託児場所：下北文化会館 キッズルーム 

講  師：ひまわりサークル代表 

フィットネスインストラクター 小川美紀さん 

持  物：飲み物・汗ふき用タオル 

 

申込み先：むつ市ファミリー・サポート・センター    

℡ 0175-24-0605 

      

 

・動きやすい服装で 

お越しください。 

・マスクを着用して 

ご参加ください。 

・靴下を履いてきてください。 

 

 

※詳しくは、センターに 

お問合せください。 

※申し込みは、電話で 

お願いします。 

 

※コロナウイルス等の感染状況によっては中止の場合があります。 

 

会員交流会 ～子育てママの身体ほぐし～ 

2022年度 まかせて・両方会員研修会を開催しました 
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事業受託先 ＮＰＯ法人 むつ下北子育て支援ネットワークひろば 

むつ市柳町 1-2-15 佐藤ビル 2 階 TEL 0175-23-7844      FAX 0175-34-0013 

メール info@npo-hiroba.org      ＨＰ http://npo-hiroba.org/  

病後児預かり室「おひさまルーム」から 

感冒 63 件 ・ 胃腸炎 5 件 ・ 気管支炎 1 件 ・ 鼻炎 1 件   合計 70 件 

 

                       

むつ市ファミリー・サポート・センター 

TEL・FAX 0175-24-0605 

病後児預かり室 おひさまルーム 

TEL 0175-31-0209 FAX 0175-24-0605 

0175-24-0605 

 令和 4 年度は「コロナ禍」で利用が大変増えました。マスク着用により感染者と接する人のウイルス吸

入量が減少する事がわかっています。感染者と接する人が着用した場合 20～40％減少です。 

 マスクの着用をおすすめします。 

令和 4年度 おひさまルーム 利用状況 （2022.8.31 現在） 

水ぼうそう 

家庭での過ごし方 

子どもが水ぼうそうになった時、家ではどのように過ごせば良いのか 

① 水疱のケア 

水疱は痒いため、掻き壊しを未然に防ぐため、爪は短く切り、赤ちゃんの場合はミトンをするなど工

夫しましょう。 

② 入浴 

入浴は基本的に可能ですが、湯舟は控えてシャワーにしましょう。熱があって体調の悪い時は、入浴

は避け、蒸しタオルで拭くなど清潔に保ってあげましょう。 

③ 脱水症状予防 

こまめに水分補給を行い、湯冷ましや、麦茶、子ども用イオン飲料などがおすすめです。また、食

事は喉越しが良く柔らかいものを与えましょう。これは消化に良いということはもちろん口の中に発

疹がある場合にも有効です。 

④ 安静に過ごす 

無理をして寝かせておく必要はありませんが、外出は控え室内で安静に過ごさせましょう。 

水ぼうそうのワクチンについて 

ワクチンの 1 回接種により重症の水ぼうそうをほぼ 100％ 

予防でき、2 回の接種により軽症の水ぼうそうも含めて、 

その発症を予防できると考えられています。 

（平成 26 年 10月 1日から定期接種になりました。） 

 

mailto:info@npo-hiroba.org

